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著
者
．
耽
會
畢
の
研
鑑
に
手
事
せ
ら
る
ふ
ご
と
既
に
十
年
．
常
に
斯
學
の
純
理
に
没

頭
し
て
．
其
嚢
達
の
趨
勢
に
後
れ
ざ
ら
ん
と
努
力
せ
ら
れ
た
む
。

本
書
は
其
間
に
成
れ
る
苦
心
の
勢
作
十
二
章
を
牧
む
。
冷
静
氷
の
如
き
理
論
に
包
む

に
、
人
類
の
愛
．
詩
的
情
熱
を
以
て
す
る
所
、
一
読
の
特
色
に
し
て
、
又
充
分
に
著

者
の
學
風
を
味
ふ
に
足
る
べ
し
。
　
．
　
締

特
に
又
大
戦
の
終
結
と
共
に
．
世
界
に
於
け
る
祉
會
組
織
の
鰐
革
將
に
近
か
ら
ん
ど

す
．
此
時
勢
の
必
要
に
鷹
じ
て
．
靴
會
の
根
本
的
性
質
を
明
か
に
し
．
就
會
的
思
潮

の
心
髄
を
味
は
む
と
す
る
入
事
に
と
り
て
は
、
最
も
有
盆
な
る
大
文
字
な
り
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